
(57)【要約】

【課題】作動開始時のピストンの無効ストロークを小さ

くかつ作動液の自給性を良好にしつつ、流量制御弁の作

動の安定性および確実性を良好に確保しかつ耐久性を向

上する。

【解決手段】弁体２６ａ,２８ａの一端側の支持部２６

ｂ,２８ｂがそれぞれリザーバ２１の接続口部２２,２３

に、これらの支持部２６ｂ,２８ｂを支点として回動可

能に支持される。作動開始時に液圧室１０,１１からブ

レーキ液がリザーバ２１へ流出する際、弁体２６ａ,２

８ａが回動して閉じ、切欠き２２ａ,２３ａによってブ

レーキ液の流れが絞られて、ピストン５,６の無効スト

ロークが小さくなる。ポンプによるブレーキ液の吸込み

時には、リザーバ２１からブレーキ液が液圧室１０,１

１へ流れる際、弁体２６ａ,２８ａが回動して開き、ブ

レーキ液の流れが絞られずに液圧室１０,１１へ流れ、

液自給性が確保される。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
シ リ ン ダ 本 体 と 、 こ の シ リ ン ダ 本 体 の 軸 方 向 穴 と 、 こ の 軸 方 向 穴 に 液 密 に か つ 摺 動 可 能 に
嵌 合 挿 入 さ れ た ピ ス ト ン と 、 こ の ピ ス ト ン に よ っ て 前 記 シ リ ン ダ 本 体 の 軸 方 向 穴 内 に 形 成
さ れ 、 前 記 ピ ス ト ン の 非 作 動 時 に 前 記 リ ザ ー バ に 連 通 し か つ 前 記 ピ ス ト ン の 作 動 時 に 前 記
リ ザ ー バ か ら 遮 断 さ れ て 作 動 液 が 外 部 装 置 に 供 給 さ れ る 液 圧 室 と を 備 え 、 前 記 リ ザ ー バ と
前 記 液 圧 室 と の 間 の 作 動 液 通 路 に 、 前 記 液 圧 室 か ら 前 記 リ ザ ー バ へ 作 動 液 が 流 動 す る と き
そ の 作 動 液 の 流 れ を 制 限 し 、 前 記 リ ザ ー バ か ら 前 記 液 圧 室 へ 作 動 液 が 流 動 す る と き そ の 作
動 液 の 流 れ を 制 限 し な い 流 量 制 御 弁 が 設 け ら れ て い る マ ス タ シ リ ン ダ に お い て 、
　 前 記 流 量 制 御 弁 が 、 一 端 部 を 前 記 リ ザ ー バ ま た は シ リ ン ダ 本 体 に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ 、
前 記 液 圧 室 か ら 前 記 リ ザ ー バ へ 作 動 液 が 流 動 す る と き 前 記 一 端 部 を 支 点 と し て 回 動 し て 閉
じ る こ と で 作 動 液 の 流 れ を 制 限 し 、 前 記 リ ザ ー バ か ら 前 記 液 圧 室 へ 作 動 液 が 流 動 す る と き
前 記 一 端 部 を 支 点 と し て 回 動 し て 開 く こ と で 作 動 液 の 流 れ を 制 限 し な い 弁 体 を 備 え る こ と
を 特 徴 と す る マ ス タ シ リ ン ダ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 弁 体 は 、 こ の 弁 体 が 閉 じ た と き 前 記 リ ザ ー バ ま た は 前 記 シ リ ン ダ 本 体 と の 間 に 小 さ い
流 路 面 積 の 液 通 路 を 形 成 し 、 ま た 、 前 記 弁 体 が 開 い た と き 、 閉 じ た と き の 流 路 面 積 よ り 大
き い 流 路 面 積 の 液 通 路 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の マ ス タ シ リ ン ダ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 リ ザ ー バ ま た は 前 記 シ リ ン ダ 本 体 に 切 欠 き が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 小 さ い 流 路 面 積 の
液 通 路 は 、 前 記 弁 体 が 閉 じ た と き に 前 記 弁 体 と 前 記 切 欠 き と に よ っ て 形 成 さ れ る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の マ ス タ シ リ ン ダ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 弁 体 に 小 孔 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 小 さ い 流 路 面 積 の 液 通 路 は 、 前 記 弁 体 が 閉 じ た と
き に 前 記 弁 体 の 小 孔 に よ っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の マ ス タ シ リ ン ダ
。
【 請 求 項 ５ 】
シ リ ン ダ 本 体 と 、 こ の シ リ ン ダ 本 体 の 軸 方 向 穴 と 、 こ の 軸 方 向 穴 に 液 密 に か つ 摺 動 可 能 に
嵌 合 挿 入 さ れ た ピ ス ト ン と 、 こ の ピ ス ト ン に よ っ て 前 記 シ リ ン ダ 本 体 の 軸 方 向 穴 内 に 形 成
さ れ 、 前 記 ピ ス ト ン の 非 作 動 時 に 前 記 リ ザ ー バ に 連 通 し か つ 前 記 ピ ス ト ン の 作 動 時 に 前 記
リ ザ ー バ か ら 遮 断 さ れ る 液 圧 室 と を 備 え 、 前 記 リ ザ ー バ と 前 記 液 圧 室 と の 間 の 作 動 液 通 路
に 、 前 記 液 圧 室 か ら 前 記 リ ザ ー バ へ 作 動 液 が 流 動 す る と き そ の 作 動 液 の 流 れ を 制 限 し 、 前
記 リ ザ ー バ か ら 前 記 液 圧 室 へ 作 動 液 が 流 動 す る と き そ の 作 動 液 の 流 れ を 制 限 し な い 流 量 制
御 弁 が 設 け ら れ て い る マ ス タ シ リ ン ダ と 、
　 前 記 ピ ス ト ン の 作 動 時 に 前 記 液 圧 室 か ら ブ レ ー キ 液 が 供 給 さ れ て ブ レ ー キ 力 を 発 生 す る
ブ レ ー キ シ リ ン ダ と 、
　 前 記 液 圧 室 に 接 続 さ れ 、 前 記 ピ ス ト ン の 非 作 動 時 に 前 記 リ ザ ー バ 内 の ブ レ ー キ 液 を 吸 い
込 ん で 前 記 ブ レ ー キ シ リ ン ダ に 供 給 可 能 な ブ レ ー キ 液 吸 込 み 手 段 と を 少 な く と も 備 え て い
る ブ レ ー キ シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ は 請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か １ 記 載 の マ ス タ シ リ ン ダ で あ る こ と
を 特 徴 と す る ブ レ ー キ シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 作 動 液 を 蓄 え る リ ザ ー バ を 有 し 、 通 常 作 動 時 に こ の リ ザ ー バ か ら 液 圧 室 を 遮
断 し て 液 圧 を 発 生 す る と と も に 、 非 作 動 時 に ポ ン プ に よ っ て リ ザ ー バ 内 の 作 動 液 を 液 圧 室
を 通 し て 吸 込 み 可 能 な マ ス タ シ リ ン ダ お よ び こ れ を 用 い た ブ レ ー キ シ ス テ ム の 技 術 分 野 に
関 し 、 特 に 、 ポ ン プ に よ る リ ザ ー バ 内 の 作 動 液 の 吸 込 み 時 に 作 動 液 の 必 要 な 吸 込 み 量 を 確
保 し て 作 動 液 の 自 給 性 を 良 好 に し つ つ 、 通 常 作 動 時 に マ ス タ シ リ ン ダ ピ ス ト ン の 無 効 ス ト
ロ ー ク を 減 少 さ せ る マ ス タ シ リ ン ダ お よ び ブ レ ー キ シ ス テ ム の 技 術 分 野 に 関 す る も の で あ
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る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 自 動 車 等 の 車 両 の ブ レ ー キ シ ス テ ム に お い て は 、 通 常 ブ レ ー キ 作 動 時 に マ ス タ シ
リ ン ダ に よ っ て 発 生 さ れ た ブ レ ー キ 液 圧 を ホ イ ー ル シ リ ン ダ に 供 給 す る こ と で ブ レ ー キ が
作 動 す る と と も に 、 例 え ば ト ラ ッ ク シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル 装 置 や 車 両 姿 勢 安 定 制 御 装 置 等 に
お け る 自 動 ブ レ ー キ の 作 動 時 に ポ ン プ に よ っ て リ ザ ー バ 内 の ブ レ ー キ 液 を マ ス タ シ リ ン ダ
の 液 圧 室 を 通 し て 吸 い 込 み 、 か つ ホ イ ー ル シ リ ン ダ に 供 給 す る こ と で 自 動 ブ レ ー キ が 作 動
す る ブ レ ー キ シ ス テ ム が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ お よ び ２ 等 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ で 、 前 述 の よ う な マ ス タ シ リ ン ダ に よ る 通 常 ブ レ － キ 作 動 を 行 う と と も に 、 ポ ン
プ に よ る 自 動 ブ レ ー キ 作 動 を 行 う ブ レ ー キ シ ス テ ム に 用 い ら れ る マ ス タ シ リ ン ダ に お い て
は 、 通 常 ブ レ ー キ 作 動 開 始 時 に マ ス タ シ リ ン ダ の ピ ス ト ン の 無 効 ス ト ロ ー ク を で き る だ け
小 さ く す る と と も に 、 自 動 ブ レ ー キ 作 動 時 に は 、 ポ ン プ に よ っ て リ ザ ー バ 内 の ブ レ ー キ 液
を マ ス タ シ リ ン ダ の 液 圧 室 を 通 し て 確 実 に か つ 容 易 に 吸 い 込 む こ と が で き る よ う に し て ブ
レ ー キ 液 の 自 給 性 を 良 好 に す る こ と が 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ こ で 、 こ の よ う な 要 求 に 応 え た マ ス タ シ リ ン ダ が 提 案 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献
３ 参 照 ） 。 こ の 特 許 文 献 ３ に 開 示 さ れ て い る マ ス タ シ リ ン ダ で は 、 シ リ ン ダ 本 体 と リ ザ ー
バ と の 接 続 部 に 、 ブ レ ー キ 液 に 浮 動 可 能 な 流 量 を 制 御 す る 浮 動 弁 体 あ る い は 可 撓 性 の バ ル
ブ シ ー ト 付 き 絞 り 弁 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ し て 、 通 常 ブ レ ー キ 作 動 開 始 時 に は 、 浮 動 弁 体 が 上 方 に 浮 動 し リ ザ ー バ に 着 座 し て ブ
レ ー キ 液 の 流 れ を 絞 り 、 あ る い は 可 撓 性 の バ ル ブ シ ー ト 付 き 絞 り 弁 が リ ザ ー バ に 着 座 し て
ブ レ ー キ 液 の 流 れ を 絞 る こ と で 、 マ ス タ シ リ ン ダ の 液 圧 室 か ら リ ザ ー バ に ブ レ ー キ 液 が 逃
げ る の を 制 限 し て 、 マ ス タ シ リ ン ダ ピ ス ト ン の 無 効 ス ト ロ ー ク を 小 さ く し て い る 。 一 方 、
自 動 ブ レ ー キ 作 動 時 に は 、 浮 動 弁 体 が 下 方 に 移 動 し シ リ ン ダ 本 体 に 着 座 し て ブ レ ー キ 液 の
流 れ を 絞 ら ず 、 あ る い は 可 撓 性 の バ ル ブ シ ー ト 付 き 絞 り 弁 が ブ レ ー キ 液 の 流 動 力 で 下 方 に
撓 ん で ブ レ ー キ 液 の 流 れ を 絞 ら な い こ と で 、 ポ ン プ が リ ザ ー バ か ら 必 要 な 量 の ブ レ ー キ 液
を 制 限 す る こ と な く マ ス タ シ リ ン ダ の 液 圧 室 を 通 し て 吸 い 込 ん で 、 マ ス タ シ リ ン ダ の ブ レ
ー キ 液 の 自 給 性 を 良 好 に し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ７ ９ ９ ３ ０ 号 公 報 。
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ２ ２ ４ １ ２ 号 公 報 等 参 照 。
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ０ ９ ２ ６ ２ 号 公 報 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 前 述 の 特 許 文 献 ３ に 開 示 の マ ス タ シ リ ン ダ に お い て は 、 通 常 ブ レ ー キ 作 動 開
始 時 で の マ ス タ シ リ ン ダ ピ ス ト ン の 無 効 ス ト ロ ー ク を 小 さ く す る こ と が で き 、 ま た 、 自 動
ブ レ ー キ 作 動 時 で の ブ レ ー キ 液 の 自 給 性 を 良 好 に す る こ と が で き る も の の 、 次 の 点 に 改 善
の 余 地 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 す な わ ち 、 浮 動 弁 体 の 場 合 に は 、 こ の 浮 動 弁 体 の 外 周 面 と シ リ ン ダ 本 体 の 内 周 面 と の 間
が ブ レ ー キ 液 の 液 通 路 と な る た め 、 浮 動 弁 体 の 上 下 移 動 す る 際 の ガ イ ド が シ リ ン ダ 本 体 に
設 け ら れ て い な い 。 こ の た め 、 浮 動 弁 体 の 上 下 移 動 が 安 定 し な く 、 浮 動 弁 体 の 開 閉 作 動 の
安 定 性 お よ び 確 実 性 の 考 慮 が 必 要 と な る 。 そ の 場 合 、 特 許 文 献 ３ に は 、 浮 動 弁 体 の 上 動 を
確 実 に す る た め に 弱 い ば ね 力 の 圧 縮 ス プ リ ン グ で 浮 動 弁 体 を 上 方 に 押 圧 す る こ と が 提 案 さ
れ て い る が 、 こ の よ う に 圧 縮 ス プ リ ン グ を 用 い た 場 合 に は 、 ば ね 力 の ば ら つ き や ス プ リ ン
グ の へ た り が 生 じ る た め 、 ス プ リ ン グ の 設 定 に お い て こ れ ら の ば ら つ き や へ た り を 考 慮 す
る 必 要 が あ る 。
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　 ま た 、 可 撓 性 の バ ル ブ シ ー ト 付 き 絞 り 弁 の 場 合 に は 、 弁 の 開 閉 作 動 時 に 弁 が 強 制 的 に 撓
む た め 、 こ の 撓 み に よ る 弁 の 耐 久 性 の 考 慮 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 、 流 量 制 御 弁 に
よ り 作 動 開 始 時 の ピ ス ト ン の 無 効 ス ト ロ ー ク を 小 さ く す る と と も に 作 動 液 の 自 給 性 を 良 好
に し つ つ 、 流 量 制 御 弁 の 作 動 の 安 定 性 お よ び 確 実 性 を 良 好 に 確 保 す る と と も に 流 量 制 御 弁
の 耐 久 性 を 向 上 す る こ と の で き る マ ス タ シ リ ン ダ お よ び こ れ を 用 い た ブ レ ー キ シ ス テ ム を
提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 述 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 に 係 る マ ス タ シ リ ン ダ は 、 シ リ ン ダ 本 体
と 、 こ の シ リ ン ダ 本 体 の 軸 方 向 穴 と 、 こ の 軸 方 向 穴 に 液 密 に か つ 摺 動 可 能 に 嵌 合 挿 入 さ れ
た ピ ス ト ン と 、 こ の ピ ス ト ン に よ っ て 前 記 シ リ ン ダ 本 体 の 軸 方 向 穴 内 に 形 成 さ れ 、 前 記 ピ
ス ト ン の 非 作 動 時 に 前 記 リ ザ ー バ に 連 通 し か つ 前 記 ピ ス ト ン の 作 動 時 に 前 記 リ ザ ー バ か ら
遮 断 さ れ て 作 動 液 が 外 部 装 置 に 供 給 さ れ る 液 圧 室 と を 備 え 、 前 記 リ ザ ー バ と 前 記 液 圧 室 と
の 間 の 作 動 液 通 路 に 、 前 記 液 圧 室 か ら 前 記 リ ザ ー バ へ 作 動 液 が 流 動 す る と き そ の 作 動 液 の
流 れ を 制 限 し 、 前 記 リ ザ ー バ か ら 前 記 液 圧 室 へ 作 動 液 が 流 動 す る と き そ の 作 動 液 の 流 れ を
制 限 し な い 流 量 制 御 弁 が 設 け ら れ て い る マ ス タ シ リ ン ダ に お い て 、 前 記 流 量 制 御 弁 が 、 一
端 部 を 前 記 リ ザ ー バ ま た は シ リ ン ダ 本 体 に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ 、 前 記 液 圧 室 か ら 前 記 リ ザ
ー バ へ 作 動 液 が 流 動 す る と き 前 記 一 端 部 を 支 点 と し て 回 動 し て 閉 じ る こ と で 作 動 液 の 流 れ
を 制 限 し 、 前 記 リ ザ ー バ か ら 前 記 液 圧 室 へ 作 動 液 が 流 動 す る と き 前 記 一 端 部 を 支 点 と し て
回 動 し て 開 く こ と で 作 動 液 の 流 れ を 制 限 し な い 弁 体 を 備 え る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 前 記 弁 体 が 、 こ の 弁 体 が 閉 じ た と き 前 記 リ ザ ー バ ま た は 前 記
シ リ ン ダ 本 体 と の 間 に 小 さ い 流 路 面 積 の 液 通 路 を 形 成 し 、 ま た 、 前 記 弁 体 が 開 い た と き 、
閉 じ た と き の 流 路 面 積 よ り 大 き い 流 路 面 積 の 液 通 路 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 更 に 、 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 前 記 リ ザ ー バ ま た は 前 記 シ リ ン ダ 本 体 に 切 欠 き が 形 成 さ れ て
お り 、 前 記 小 さ い 流 路 面 積 の 液 通 路 が 、 前 記 弁 体 が 閉 じ た と き に 前 記 弁 体 と 前 記 切 欠 き と
に よ っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る ダ 。
　 更 に 、 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 前 記 弁 体 に 小 孔 が 形 成 さ れ て お り 、 前 記 小 さ い 流 路 面 積 の 液
通 路 は 、 前 記 弁 体 が 閉 じ た と き に 前 記 弁 体 の 小 孔 に よ っ て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 更 に 、 請 求 項 ５ の 発 明 の ブ レ ー キ シ ス テ ム は 、 シ リ ン ダ 本 体 と 、 こ の シ リ ン ダ 本 体 の 軸
方 向 穴 と 、 こ の 軸 方 向 穴 に 液 密 に か つ 摺 動 可 能 に 嵌 合 挿 入 さ れ た ピ ス ト ン と 、 こ の ピ ス ト
ン に よ っ て 前 記 シ リ ン ダ 本 体 の 軸 方 向 穴 内 に 形 成 さ れ 、 前 記 ピ ス ト ン の 非 作 動 時 に 前 記 リ
ザ ー バ に 連 通 し か つ 前 記 ピ ス ト ン の 作 動 時 に 前 記 リ ザ ー バ か ら 遮 断 さ れ る 液 圧 室 と を 備 え
、 前 記 リ ザ ー バ と 前 記 液 圧 室 と の 間 の 作 動 液 通 路 に 、 前 記 液 圧 室 か ら 前 記 リ ザ ー バ へ 作 動
液 が 流 動 す る と き そ の 作 動 液 の 流 れ を 制 限 し 、 前 記 リ ザ ー バ か ら 前 記 液 圧 室 へ 作 動 液 が 流
動 す る と き そ の 作 動 液 の 流 れ を 制 限 し な い 流 量 制 御 弁 が 設 け ら れ て い る マ ス タ シ リ ン ダ と
、 前 記 ピ ス ト ン の 作 動 時 に 前 記 液 圧 室 か ら ブ レ ー キ 液 が 供 給 さ れ て ブ レ ー キ 力 を 発 生 す る
ブ レ ー キ シ リ ン ダ と 、 前 記 液 圧 室 に 接 続 さ れ 、 前 記 ピ ス ト ン の 非 作 動 時 に 前 記 リ ザ ー バ 内
の ブ レ ー キ 液 を 吸 い 込 ん で 前 記 ブ レ ー キ シ リ ン ダ に 供 給 可 能 な ブ レ ー キ 液 吸 込 み 手 段 と を
少 な く と も 備 え て い る ブ レ ー キ シ ス テ ム に お い て 、 前 記 マ ス タ シ リ ン ダ が 請 求 項 １ な い し
４ の い ず れ か １ 記 載 の マ ス タ シ リ ン ダ で あ る こ と を 特 徴 と す る ブ レ ー キ シ ス テ ム 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 本 発 明 に 係 る マ ス タ シ リ ン ダ に よ れ ば 、 リ ザ ー バ と 液 圧 室 と の 間
の 作 動 液 の 流 量 を 制 御 す る 流 量 制 御 弁 が 、 一 端 部 が 回 動 可 能 に 支 持 さ れ た 弁 体 を 備 え て い
る の で 、 弁 体 を 一 端 部 を 支 点 と し て 回 動 さ せ る こ と で 、 弁 体 を 安 定 し て 確 実 に 開 閉 作 動 さ
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せ る こ と が で き る と と も に 、 流 量 制 御 弁 を 簡 単 な 構 造 で 構 成 で き る 。 し か も 、 弁 体 を 作 動
液 の 流 れ に 応 じ て 単 に 回 動 さ せ て い る だ け で あ る の で 、 弁 体 の 耐 久 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 マ ス タ シ リ ン ダ の 作 動 開 始 時 に 、 作 動 液 が マ ス タ シ リ ン ダ の 液 圧 室 か ら リ ザ ー バ
に 逃 げ よ う と す る が 、 そ の 作 動 液 の 流 れ に 応 じ て 流 量 制 御 弁 が 閉 じ て マ ス タ シ リ ン ダ の 液
圧 室 か ら リ ザ ー バ に 逃 げ る 作 動 液 の 流 れ を 制 限 す る の で 、 マ ス タ シ リ ン ダ の 作 動 開 始 時 に
、 リ ザ ー バ に 逃 げ る 作 動 液 の 量 を 少 な く す る こ と が で き 、 マ ス タ シ リ ン ダ の ピ ス ト ン の 無
効 ス ト ロ ー ク を 小 さ く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 更 に 、 外 部 装 置 に 作 動 液 を 供 給 す る 際 、 作 動 液 が マ ス タ シ リ ン ダ の リ ザ ー バ か ら 液 圧 室
に 流 動 し よ う と す る が 、 そ の 作 動 液 の 流 れ に 応 じ て 流 量 制 御 弁 が 開 い て マ ス タ シ リ ン ダ の
リ ザ ー バ か ら 液 圧 室 を 通 し て 吸 い 込 ま れ る 作 動 液 の 流 れ を 制 限 し な い の で 、 外 部 装 置 に 十
分 な 作 動 液 を 確 実 に 供 給 す る こ と が で き 、 マ ス タ シ リ ン ダ の 作 動 液 の 良 好 な 自 給 性 を 得 る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し か も 、 流 量 制 御 弁 が 閉 じ て 形 成 さ れ る 小 さ い 流 路 面 積 の 液 通 路 を 、 リ ザ ー バ ま た は シ
リ ン ダ 本 体 に 形 成 さ れ た 切 欠 き 、 ま た は 、 弁 体 に 形 成 さ れ た 小 孔 で 構 成 す る こ と に よ り 、
簡 単 な 構 造 で 流 量 制 御 弁 の 流 量 制 限 制 御 を 行 う こ と が で き 、 流 量 制 御 弁 の 作 動 信 頼 性 を 更
に 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 特 に 、 請 求 項 ５ に 係 る ブ レ ー キ シ ス テ ム に よ れ ば 、 マ ス タ シ リ ン ダ の 作 動 開 始 時 に 、 マ
ス タ シ リ ン ダ の ピ ス ト ン の 無 効 ス ト ロ ー ク を 小 さ く す る こ と が で き る こ と か ら 、 ブ レ － キ
ペ ダ ル の 無 効 ス ト ロ ー ク を 低 減 で き 、 ペ ダ ル フ ィ ー リ ン グ を 向 上 で き る 。
　 ま た 、 ブ レ ー キ 液 吸 込 み 手 段 を 作 動 し て リ ザ ー バ か ら ブ レ ー キ 液 を マ ス タ シ リ ン ダ の 液
圧 室 を 通 し て 吸 込 ん で ブ レ ー キ シ リ ン ダ に 供 給 す る こ と で 自 動 ブ レ ー キ を 作 動 さ せ る 際 、
マ ス タ シ リ ン ダ の 作 動 液 の 良 好 な 自 給 性 を 得 る こ と が で き る こ と か ら 、 自 動 ブ レ ー キ を 確
実 に 作 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 面 を 用 い て 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る マ ス タ シ リ ン ダ の 実 施 形 態 の 一 例 を 模 式 的 に 示 す 縦 断 面 図 、 図 ２
は こ の 例 の リ ザ ー バ の 第 １ 接 続 口 部 を 示 し 、 （ ａ ） は 弁 の 非 作 動 状 態 を 示 す 図 １ の 部 分 拡
大 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） に お け る IIB－ IIB線 に 沿 う 断 面 図 、 （ ｃ ） は 弁 の 作 動 状 態 を 示 す （
ａ ） と 同 様 の 図 、 （ ｄ ） は （ ｃ ） に お け る IID－ IID線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。 以 下 の 説 明 に
お い て 、 前 、 後 は そ れ ぞ れ 図 １ で 左 、 右 に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 こ の 例 の マ ス タ シ リ ン ダ １ は タ ン デ ム マ ス タ シ リ ン ダ と し て 構 成 さ
れ て お り 、 こ の マ ス タ シ リ ン ダ １ は シ リ ン ダ 本 体 ２ を 有 し て い る 。 こ の シ リ ン ダ 本 体 ２ の
軸 方 向 穴 ２ ａ に は 、 プ ラ イ マ リ ピ ス ト ン ３ が 第 １ お よ び 第 ２ カ ッ プ シ ー ル ４ ,５ で 液 密 に
か つ 摺 動 可 能 に 嵌 合 さ れ て い る と と も に 、 セ カ ン ダ リ ピ ス ト ン ６ が 第 ３ お よ び 第 ４ カ ッ プ
シ ー ル ７ ,８ で 液 密 に か つ 摺 動 可 能 に 嵌 合 さ れ て い る 。 こ れ ら の 両 ピ ス ト ン ３ ,６ は 伸 縮 自
在 な 間 隔 保 持 部 材 ９ に よ っ て 連 結 さ れ て い る 。 プ ラ イ マ リ ピ ス ト ン ３ は 、 図 示 し な い ブ レ
ー キ ペ ダ ル の ペ ダ ル 踏 力 あ る い は こ の ペ ダ ル 踏 力 を 所 定 の サ ー ボ 比 で 倍 力 し て 出 力 す る 倍
力 装 置 の 出 力 に よ っ て 作 動 さ れ 、 前 進 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 シ リ ン ダ 本 体 ２ の 軸 方 向 穴 ２ ａ 内 に お い て 、 両 ピ ス ト ン ３ ,６ の 間 に プ ラ イ マ リ 液 圧 室
１ ０ が 設 け ら れ て い る と と も に 、 シ リ ン ダ 本 体 ２ に お け る 軸 方 向 穴 ２ ａ の 底 部 と セ カ ン ダ
リ ピ ス ト ン ６ と の 間 に セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 プ ラ イ マ リ 液 圧 室
１ ０ 内 に お い て 、 両 ピ ス ト ン ３ ,６ の 間 に プ ラ イ マ リ リ タ ー ン ス プ リ ン グ １ ２ が 縮 設 さ れ
て い る と と も に 、 セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ 内 に お い て 、 シ リ ン ダ 本 体 ２ に お け る 軸 方 向 穴 ２
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ａ の 底 部 と セ カ ン ダ リ ピ ス ト ン ６ と の 間 に セ カ ン ダ リ リ タ ー ン ス プ リ ン グ １ ３ が 縮 設 さ れ
て い る 。 マ ス タ シ リ ン ダ １ の 非 作 動 時 に 、 間 隔 保 持 部 材 ９ は プ ラ イ マ リ リ タ ー ン ス プ リ ン
グ １ ２ の ば ね 力 で 最 大 に 伸 張 し て 両 ピ ス ト ン ３ ,６ の 間 隔 を 最 大 限 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 プ ラ イ マ リ ピ ス ト ン ３ は 前 端 に 開 口 し て プ ラ イ マ リ 液 圧 室 １ ０ の 一 部 を 構 成 す る 第 １ 軸
方 向 状 穴 １ ４ を 有 し て い る と と も に 、 セ カ ン ダ リ ピ ス ト ン ６ は 前 端 に 開 口 し て セ カ ン ダ リ
液 圧 室 １ １ の 一 部 を 構 成 す る 第 ２ 軸 方 向 穴 １ ５ を 有 し て い る 。 ま た 、 プ ラ イ マ リ ピ ス ト ン
３ に は 、 そ の 外 周 面 と 第 １ 軸 方 向 穴 １ ４ の 内 周 面 と を 連 通 す る 所 定 数 の 第 １ 径 方 向 孔 １ ６
が 周 方 向 に 所 定 の 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ て い る と と も に 、 セ カ ン ダ リ ピ ス ト ン ６ に は 、 そ
の 外 周 面 と 第 ２ 軸 方 向 穴 １ ５ の 内 周 面 と を 連 通 す る 所 定 数 の 第 ２ 径 方 向 孔 １ ７ が 周 方 向 に
所 定 の 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 シ リ ン ダ 本 体 ２ に は 、 第 １ お よ び 第 ２ ブ レ ー キ 液 給 排 孔 １ ８ ,１ ９ が と も に 軸 方 向 穴 ２
ａ に 開 口 す る よ う に し て 設 け ら れ て い る 。 第 １ ブ レ ー キ 液 給 排 孔 １ ８ は 、 シ リ ン ダ 本 体 ２
に 設 け ら れ た 通 路 孔 ２ ０ を 通 し て リ ザ ー バ ２ １ の 第 １ 接 続 口 部 ２ ２ に 連 通 し て い る と と も
に 、 第 ２ ブ レ ー キ 液 給 排 孔 １ ９ は リ ザ ー バ ２ １ の 第 ２ 接 続 口 部 ２ ３ に 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 マ ス タ シ リ ン ダ １ の 非 作 動 状 態 で は 、 両 ピ ス ト ン ３ ,６ は 、 そ れ ぞ れ プ ラ イ マ リ リ タ ー
ン ス プ リ ン グ １ ２ お よ び セ カ ン ダ リ リ タ ー ン ス プ リ ン グ １ ３ の ば ね 力 に よ っ て 図 １ に 示 す
後 退 限 位 置 と さ れ て い る 。 プ ラ イ マ リ ピ ス ト ン ３ の 後 退 限 位 置 で は 、 第 １ 径 方 向 孔 １ ６ の
一 部 が 第 ２ カ ッ プ シ ー ル ５ の リ ッ プ 部 ５ ａ よ り 後 方 に 位 置 す る よ う に な っ て お り 、 こ の と
き に は プ ラ イ マ リ 液 圧 室 １ ０ が 、 径 方 向 孔 １ ６ 、 プ ラ イ マ リ ピ ス ト ン ３ の 外 周 面 と 軸 方 向
穴 ２ ａ の 内 周 面 と の 間 の 隙 間 、 第 １ ブ レ ー キ 液 給 排 孔 １ ８ 、 お よ び 通 路 孔 ２ ０ を 通 し て リ
ザ ー バ ２ １ の 第 １ 接 続 口 部 ２ ２ に 連 通 す る 。 ま た 、 セ カ ン ダ リ ピ ス ト ン ６ の 後 退 限 位 置 で
は 、 第 ２ 径 方 向 孔 １ ７ の 一 部 が 第 ４ カ ッ プ シ ー ル ８ の リ ッ プ 部 ８ ａ よ り 後 方 に 位 置 す る よ
う に な っ て お り 、 こ の と き に は セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ が 、 第 ２ 径 方 向 孔 １ ７ 、 セ カ ン ダ リ
ピ ス ト ン ６ の 外 周 面 と 軸 方 向 穴 ２ ａ の 内 周 面 と の 間 の 隙 間 、 お よ び 第 ２ ブ レ ー キ 液 給 排 孔
１ ９ を 通 し て リ ザ ー バ ２ １ の 第 ２ 接 続 口 部 ２ ３ に 連 通 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 プ ラ イ マ リ 液 圧 室 １ ０ お よ び セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ は 、 そ れ ぞ れ 、 第 １ 出 力 口 ２ ４ お よ
び 第 ２ 出 力 口 ２ ５ を 介 し て 図 示 し な い 第 １ お よ び 第 ２ ブ レ ー キ 系 統 の 各 ホ イ ー ル シ リ ン ダ
（ 本 発 明 の 外 部 装 置 、 ブ レ ー キ シ リ ン ダ に 相 当 ） に 接 続 さ れ て い る 。 そ の 場 合 、 図 示 し な
い が 、 第 １ お よ び 第 ２ 出 力 口 ２ ４ ,２ ５ と 各 ホ イ ー ル シ リ ン ダ と の 間 に は 、 例 え ば 、 特 許
文 献 １ お よ び ２ に 開 示 さ れ て い る 従 来 の 自 動 ブ レ ー キ 装 置 と 同 様 の 、 リ ザ ー バ ２ １ の ブ レ
ー キ 液 （ 本 発 明 の 作 動 液 に 相 当 ） を 吸 い 込 む ポ ン プ （ 本 発 明 の ブ レ ー キ 液 吸 込 み 手 段 に 相
当 ） に よ る 自 動 ブ レ ー キ 装 置 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ （ ａ ） な い し （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 リ ザ ー バ ２ １ の 第 １ 接 続 口 部 ２ ２ の 先 端 に は 、
流 量 制 御 弁 ２ ６ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 流 量 制 御 弁 ２ ６ の 弁 体 ２ ６ ａ は ほ ぼ 円 形 平 板 状 に
形 成 さ れ て い る と と も に 、 そ の 一 端 側 の 支 持 部 ２ ６ ｂ が 第 １ 接 続 口 部 ２ ２ に こ の 支 持 部 ２
６ ｂ を 支 点 と し て 回 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 こ の 弁 体 ２ ６ ａ は ブ レ ー キ 液 中 で 浮 き や す
い 合 成 樹 脂 （ 例 え ば 、 ポ リ プ ロ ピ レ ン 等 ） か ら 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 支 持 部 ２ ６ ｂ の 取
付 部 と 反 対 側 の 第 １ 接 続 口 部 ２ ２ の 先 端 に は 、 切 欠 き ２ ２ ａ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 流 量 制 御 弁 ２ ６ の 図 ２ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 す 非 作 動 位 置 で は 、 弁 体 ２ ６ ａ
が 第 １ 接 続 口 部 ２ ２ の 先 端 に 形 成 さ れ た 弁 座 ２ ６ ｃ の 一 部 に 当 接 し て 流 量 制 御 弁 ２ ６ が 閉
じ る 。 こ の 流 量 制 御 弁 ２ ６ が 閉 じ た 状 態 で は 、 リ ザ ー バ ２ １ 側 の 接 続 孔 ２ ７ と シ リ ン ダ 本
体 ２ 側 の 通 路 孔 ２ ０ と が 切 欠 き ２ ２ ａ を 通 し て 連 通 す る よ う に な っ て い る 。 し た が っ て 、
流 量 制 御 弁 ２ ６ の 閉 弁 時 に は 、 プ ラ イ マ リ 液 圧 室 １ ０ と リ ザ ー バ ２ １ と は 切 欠 き ２ ２ ａ か
ら な る 小 さ い 流 路 面 積 の 液 通 路 を 介 し て 連 通 す る 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 流 量 制 御 弁 ２ ６ の 図 ２ （ ｃ ） お よ び （ ｄ ） に 示 す 作 動 位 置 で は 、 弁 体 ２ ６ ａ が 支
持 部 ２ ６ ｂ を 中 心 に 図 ２ （ ｃ ） に お い て 時 計 回 り に 回 動 し て 第 １ 接 続 口 部 ２ ２ の 先 端 の 弁
座 ２ ６ ｃ か ら 離 れ て 、 流 量 制 御 弁 ２ ６ が 開 く 。 こ の 流 量 制 御 弁 ２ ６ が 開 い た 状 態 で は 、 リ
ザ ー バ ２ １ 側 の 接 続 孔 ２ ７ と シ リ ン ダ 本 体 ２ 側 の 通 路 孔 ２ ０ と が 切 欠 き ２ ２ ａ を 含 む 接 続
孔 ２ ７ の 全 体 の 大 き な 流 路 面 積 の 通 路 を 通 し て 連 通 す る よ う に な っ て い る 。 し た が っ て 、
流 量 制 御 弁 ２ ６ の 開 弁 時 に は 、 プ ラ イ マ リ 液 圧 室 １ ０ と リ ザ ー バ ２ １ と は 流 路 面 積 が 拡 大
さ れ て 制 限 さ れ る こ と な く 連 通 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 リ ザ ー バ ２ １ の 第 ２ 接 続 口 部 ２ ３ の 先 端 に も 流 量 制 御 弁 ２ ６ と ま っ
た く 同 じ 流 量 制 御 弁 ２ ８ が 流 量 制 御 弁 ２ ６ と ま っ た く 同 じ よ う に し て 設 け ら れ て い る と と
も に 、 第 ２ 接 続 口 部 ２ ３ の 先 端 に は 、 切 欠 き ２ ３ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 流 量 制 御 弁 ２ ８ が
閉 じ た 状 態 で は 、 リ ザ ー バ ２ １ 側 の 接 続 孔 ２ ９ と シ リ ン ダ 本 体 ２ 側 の 第 ２ ブ レ ー キ 液 給 排
孔 １ ９ と が 切 欠 き ２ ３ ａ を 通 し て 連 通 す る よ う に な っ て い る 。 し た が っ て 、 流 量 制 御 弁 ２
８ の 閉 弁 時 に は 、 セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ と リ ザ ー バ ２ １ と は 切 欠 き ２ ３ ａ か ら な る 液 通 路
を 介 し て 流 路 面 積 を 制 限 さ れ て 連 通 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た こ の 例 の マ ス タ シ リ ン ダ １ に お い て は 、 そ の 非 作 動 時 は 、 図 １ ，
図 ２ （ ａ ） お よ び （ ｂ ） に 示 す よ う に 流 量 制 御 弁 ２ ６ の 弁 体 ２ ６ ａ が ブ レ ー キ 液 か ら の 浮
力 を 受 け て リ ザ ー バ ２ １ の 第 １ 接 続 口 部 ２ ２ の 先 端 の 弁 座 ２ ６ ｃ に 当 接 し て お り 、 ま た 、
図 １ に 概 略 的 に 示 す よ う に 流 量 制 御 弁 ２ ８ の 弁 体 ２ ８ ａ が 同 様 に ブ レ ー キ 液 か ら の 浮 力 を
受 け て リ ザ ー バ ２ １ の 第 ２ 接 続 口 部 ２ ３ の 先 端 の 弁 座 ２ ８ ｃ に 当 接 し て い て 、 流 量 制 御 弁
２ ６ お よ び 流 量 制 御 弁 ２ ８ は 閉 弁 状 態 に さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 状 態 で 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル の 踏 み 込 み に よ る 通 常 ブ レ ー キ 操 作 が 行 わ れ る と 、 従 来 の
一 般 的 な タ ン デ ム マ ス タ シ リ ン ダ と 同 様 に 、 プ ラ イ マ リ ピ ス ト ン ３ が 前 進 す る 。 そ し て 、
プ ラ イ マ リ ピ ス ト ン ３ の 第 １ 径 方 向 孔 １ ６ の す べ て が 第 ２ カ ッ プ シ ー ル ５ の リ ッ プ 部 ５ ａ
よ り 前 方 に 位 置 す る と 、 プ ラ イ マ リ 液 圧 室 １ ０ と リ ザ ー バ ２ １ と が 遮 断 さ れ 、 プ ラ イ マ リ
液 圧 室 １ ０ に 液 圧 が 発 生 す る 。 ま た 、 セ カ ン ダ リ ピ ス ト ン ６ が 、 プ ラ イ マ リ リ タ ー ン ス プ
リ ン グ １ ２ を 介 す る プ ラ イ マ リ ピ ス ト ン ３ か ら の 押 圧 力 と プ ラ イ マ リ 液 圧 室 １ ０ 内 の 液 圧
と に よ り 前 進 す る 。 そ し て 、 セ カ ン ダ リ ピ ス ト ン ６ の 第 ２ 径 方 向 孔 １ ７ の す べ て が 第 ４ カ
ッ プ シ ー ル ７ の リ ッ プ 部 ７ ａ よ り よ り 前 方 に 位 置 す る と 、 セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ と リ ザ ー
バ ２ １ と が 遮 断 さ れ 、 セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ に 液 圧 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 そ し て 、 第 １ 径 方 向 孔 １ ６ の す べ て が 第 ２ カ ッ プ シ ー ル ５ の リ ッ プ 部 ５ ａ よ り 前 方 へ 移
動 す る と き 、 お よ び 第 ２ 径 方 向 孔 １ ７ の す べ て が 第 ４ カ ッ プ シ ー ル ７ の リ ッ プ 部 ７ ａ よ り
前 方 へ 移 動 す る と き 、 プ ラ イ マ リ 液 圧 室 １ ０ お よ び セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ 内 の 各 ブ レ ー キ
液 が そ れ ぞ れ リ ザ ー バ ２ １ の 方 へ 流 出 し よ う と す る が 、 両 流 量 制 御 弁 ２ ６ ,２ ８ が 閉 弁 状
態 に あ る の で 、 プ ラ イ マ リ 液 圧 室 １ ０ お よ び セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ 内 の 各 ブ レ ー キ 液 は 、
そ れ ぞ れ 切 欠 き ２ ２ ａ ,２ ３ ａ か ら な る 流 路 面 積 の 比 較 的 小 さ な 液 通 路 を 介 し て の み 流 出
す る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 し た が っ て 、 プ ラ イ マ リ 液 圧 室 １ ０ お よ び セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ 内 の 各 ブ レ ー キ 液 の リ
ザ ー バ ２ １ へ の 流 れ が 絞 ら れ 、 各 ブ レ ー キ 液 の リ ザ ー バ ２ １ へ の 流 出 量 が 制 限 さ れ る 。 こ
れ に よ り 、 プ ラ イ マ リ 液 圧 室 １ ０ お よ び セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ 内 の 各 ブ レ ー キ 液 が 第 １ 出
力 口 ２ ４ お よ び 第 ２ 出 力 口 ２ ５ 介 し て 有 効 に 各 ホ イ ー ル シ リ ン ダ に 供 給 さ れ る の で 、 マ ス
タ シ リ ン ダ １ か ら ホ イ ー ル シ リ ン ダ ま で の ブ レ ー キ 系 の ロ ス ス ト ロ ー ク が 比 較 的 速 く 解 消
さ れ 、 ペ ダ ル ス ト ロ ー ク が 短 縮 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ブ レ ー キ ペ ダ ル を 解 放 し て 通 常 ブ レ ー キ 操 作 を 解 除 す る と 、 従 来 の 一 般 的 な タ ン デ ム マ
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ス タ シ リ ン ダ と 同 様 に 、 プ ラ イ マ リ リ タ ー ン ス プ リ ン グ １ ２ お よ び セ カ ン ダ リ リ タ ー ン ス
プ リ ン グ １ ３ の 各 ば ね 力 で 、 プ ラ イ マ リ ピ ス ト ン ３ お よ び セ カ ン ダ リ ピ ス ト ン ６ が 後 退 す
る 。 そ し て 、 図 １ 示 す よ う に プ ラ イ マ リ ピ ス ト ン ３ の 第 １ 径 方 向 孔 １ ６ の 一 部 が 第 ２ カ ッ
プ シ ー ル ５ の リ ッ プ 部 ５ ａ よ り 後 方 に 位 置 す る と 、 プ ラ イ マ リ 液 圧 室 １ ０ と リ ザ ー バ ２ １
と が 連 通 す る と と も に 、 セ カ ン ダ リ ピ ス ト ン ６ の 第 ２ 径 方 向 孔 １ ７ の 一 部 が 第 ４ カ ッ プ シ
ー ル ７ の リ ッ プ 部 ７ ａ よ り 後 方 に 位 置 す る と 、 セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ と リ ザ ー バ ２ １ と が
連 通 す る 。 こ れ に よ り 、 プ ラ イ マ リ 液 圧 室 １ ０ お よ び セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ 内 の 各 ブ レ ー
キ 液 が リ ザ ー バ に 戻 さ れ 、 プ ラ イ マ リ 液 圧 室 １ ０ お よ び セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ 内 が 大 気 圧
と な っ て 通 常 ブ レ ー キ が 解 除 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 プ ラ イ マ リ ピ ス ト ン ３ お よ び セ カ ン ダ リ ピ ス ト ン ６ が そ れ ら の 図 １ に 示 す 後 退
限 位 置 の 方 へ 後 退 す る が 、 こ の と き 、 プ ラ イ マ リ 液 圧 室 １ ０ お よ び セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １
内 が 負 圧 に な ろ う と し て 、 両 ピ ス ト ン ３ ,６ の 戻 り に 支 障 を 来 す 。 し か し 、 こ の と き に は
リ ザ ー バ ２ １ か ら ブ レ ー キ 液 が プ ラ イ マ リ 液 圧 室 １ ０ お よ び セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ の 方 へ
流 動 す る 。 こ の た め 、 図 ２ （ ｃ ） お よ び （ ｄ ） に 示 す よ う に 流 量 制 御 弁 ２ ６ の 弁 体 ２ ６ ａ
が 支 持 部 ２ ６ ｂ を 支 点 と し て 回 動 し 、 ま た 、 図 １ に 概 略 的 に 示 す よ う に 流 量 制 御 弁 ２ ８ の
弁 体 ２ ８ ａ が 支 持 部 ２ ８ ｂ を 支 点 と し て 回 動 し て 、 流 量 制 御 弁 ２ ６ ,２ ８ が 開 く 。 し た が
っ て 、 ブ レ ー キ 液 の 流 路 面 積 が 拡 大 し て 、 十 分 な ブ レ ー キ が リ ザ ー バ ２ １ か ら プ ラ イ マ リ
液 圧 室 １ ０ お よ び セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ に 供 給 さ れ 、 プ ラ イ マ リ ピ ス ト ン ３ お よ び セ カ ン
ダ リ ピ ス ト ン ６ が 確 実 に 後 退 限 位 置 ま で 後 退 し 、 非 作 動 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 一 方 、 例 え ば ト ラ ッ ク シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル 装 置 や 車 両 姿 勢 安 定 制 御 装 置 （ Ｅ Ｓ Ｐ ） 等 に
お け る 自 動 ブ レ ー キ が 作 動 す る と 、 従 来 の 自 動 ブ レ ー キ 装 置 と 同 様 に 、 マ ス タ シ リ ン ダ １
と ホ イ ー ル シ リ ン ダ と の 間 に 配 設 さ れ た ポ ン プ に よ っ て リ ザ ー バ ２ １ 内 の ブ レ ー キ 液 が マ
ス タ シ リ ン ダ １ を 通 し て 吸 い 込 ま れ る 。 こ の と き 、 リ ザ ー バ ２ １ か ら ブ レ ー キ 液 が プ ラ イ
マ リ 液 圧 室 １ ０ お よ び セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ の 方 へ 流 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の た め 、 図 ２ （ ｃ ） お よ び （ ｄ ） に 示 す よ う に 各 弁 体 ２ ６ ａ ,２ ８ ａ が そ れ ぞ れ 支 持
部 ２ ６ ｂ ,２ ８ ｂ を 支 点 と し て 回 動 し て 、 流 量 制 御 弁 ２ ６ ,２ ８ が 開 く 。 し た が っ て 、 ブ レ
ー キ 液 の 流 路 面 積 が 拡 大 し て 、 自 動 ブ レ ー キ 作 動 に 必 要 な ブ レ ー キ が リ ザ ー バ ２ １ か ら プ
ラ イ マ リ 液 圧 室 １ ０ お よ び セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ を 通 し て 確 実 に 各 ホ イ ー ル シ リ ン ダ に 供
給 さ れ る 。 こ う し て 、 自 動 ブ レ ー キ が 作 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 自 動 ブ レ ー キ を 解 除 す る た め に ポ ン プ が 停 止 さ れ る と 、 各 ホ イ ー ル シ リ ン ダ に 供 給 さ れ
た ブ レ ー キ 液 が マ ス タ シ リ ン ダ １ の プ ラ イ マ リ 液 圧 室 １ ０ お よ び セ カ ン ダ リ 液 圧 室 １ １ を
通 し て リ ザ ー バ ２ １ に 戻 さ れ 、 自 動 ブ レ ー キ が 解 除 す る 。 こ の と き 、 流 量 制 御 弁 ２ ６ ,２
８ が 閉 じ る が 、 ブ レ ー キ 液 は 切 欠 き ２ ２ ａ を 通 し て リ ザ ー バ ２ １ に 戻 さ れ る の で 、 マ ス タ
シ リ ン ダ １ の 両 液 圧 室 １ ０ ,１ １ 内 に 残 圧 が 生 じ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 例 の マ ス タ シ リ ン ダ １ に よ れ ば 、 流 量 制 御 弁 ２ ６ ,２ ８ が 閉 じ て 切 欠 き ２ ２ ａ に よ
り 、 マ ス タ シ リ ン ダ １ の 両 液 圧 室 １ ０ ,１ １ か ら リ ザ ー バ ２ １ に 逃 げ る ブ レ ー キ 液 を 抑 制
す る の で 、 マ ス タ シ リ ン ダ １ の 作 動 開 始 時 に 、 リ ザ ー バ ２ １ に 逃 げ る ブ レ ー キ 液 の 量 を 少
な く す る こ と が で き 、 マ ス タ シ リ ン ダ １ の ピ ス ト ン の 無 効 ス ト ロ ー ク を 減 少 さ せ る こ と が
で き る 。 こ れ に よ り 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル の フ ィ ー リ ン グ を 良 好 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 例 え ば ト ラ ッ ク シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル や 車 両 姿 勢 安 定 制 御 装 置 等 に お け る 自 動 ブ レ
ー キ 作 動 時 に ポ ン プ が マ ス タ シ リ ン ダ １ の 両 液 圧 室 １ ０ ,１ １ を 通 し て リ ザ ー バ ２ １ か ら
ブ レ ー キ 液 を 吸 い 込 む 際 、 流 量 制 御 弁 ２ ６ ,２ ８ が 開 い て 大 き な 流 路 面 積 が 確 保 さ れ る の
で 、 リ ザ ー バ ２ １ か ら ホ イ ー ル シ リ ン ダ へ 十 分 な ブ レ ー キ 液 を ス ム ー ズ に 供 給 す る こ と が
で き る 。 し た が っ て 、 自 動 ブ レ ー キ 作 動 時 の 良 好 な 液 自 給 性 を 確 保 す る こ と が で き る と と
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も に 、 自 動 ブ レ ー キ を 確 実 に 作 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 更 に 、 流 量 制 御 弁 ２ ６ ,２ ８ は 、 そ れ ら の 弁 体 ２ ６ ａ ,２ ８ ａ の 一 端 側 の 支 持 部 ２ ６ ｂ ,
２ ８ ｂ が そ れ ぞ れ 第 １ 接 続 口 部 ２ ２ お よ び 第 ２ 接 続 口 部 ２ ３ に 回 動 可 能 に 支 持 さ れ て い る
の で 、 そ れ ら の 弁 体 ２ ６ ａ ,２ ８ ａ を 支 持 部 ２ ６ ｂ ,２ ８ ｂ を 支 点 と し て 回 動 可 能 に で き る
。 し た が っ て 、 弁 体 ２ ６ ａ ,２ ８ ａ を 安 定 し て 確 実 に 開 閉 作 動 さ せ る こ と が で き る と と も
に 、 流 量 制 御 弁 ２ ６ ,２ ８ を 簡 単 な 構 造 で 構 成 で き る 。 し か も 、 第 １ 接 続 口 部 ２ ２ お よ び
第 ２ 接 続 口 部 ２ ３ に 単 に 切 欠 き ２ ２ ａ ,２ ３ ａ を 設 け る だ け で 、 流 量 制 御 弁 ２ ６ ,２ ８ の 流
量 制 限 制 御 を 行 う こ と が で き 、 流 量 制 御 弁 ２ ６ ,２ ８ の 作 動 信 頼 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 に 係 る マ ス タ シ リ ン ダ の 実 施 形 態 の 他 の 例 の リ ザ ー バ の 第 １ 接 続 口 部 を
模 式 的 に 示 し 、 （ ａ ） は 弁 の 非 作 動 状 態 を 示 す 図 ２ （ ａ ） と 同 様 の 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） に
お け る IIIB－ IIIB線 に 沿 う 断 面 図 、 （ ｃ ） は 弁 の 作 動 状 態 を 示 す 図 ２ （ ｃ ） と 同 様 の 図 、
（ ｄ ） は （ ｃ ） に お け る IIID－ IIID線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。 な お 、 前 述 の 例 と 同 じ 構 成 要
素 に は 同 じ 符 号 を 付 す こ と に よ り 、 そ の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 前 述 の 図 １ お よ び 図 ２ に 示 す 例 で は リ ザ ー バ ２ １ の 第 １ お よ び 第 ２ 接 続 口 部 ２ ２ ,２ ３
に 切 欠 き ２ ２ ａ ,２ ３ ａ を そ れ ぞ れ 設 け 、 流 量 制 御 弁 ２ ６ ,２ ８ の 非 作 動 時 に こ れ ら の 切 欠
き ２ ２ ａ ,２ ３ ａ に よ る 液 通 路 に よ り ブ レ ー キ 液 の 流 れ を 制 限 す る よ う に し て い る が 、 図
３ （ ａ ） な い し （ ｄ ） に 示 す よ う に こ の 例 の マ ス タ シ リ ン ダ １ で は 、 リ ザ ー バ ２ １ の 第 １
お よ び 第 ２ 接 続 口 部 ２ ２ ,２ ３ に は 切 欠 き ２ ２ ａ ,２ ３ ａ が い ず れ も 設 け ら れ て お ら ず 、 代
わ り に 、 流 量 制 御 弁 ２ ６ ,２ ８ の 弁 体 ２ ６ ａ ,２ ８ ａ に 、 こ れ ら の 弁 体 ２ ６ ａ ,２ ８ ａ の 上
下 面 を 貫 通 す る 小 孔 ２ ６ ｄ ,２ ８ ｄ が そ れ 穿 設 さ れ て い る （ 説 明 の 便 宜 上 、 符 号 ２ ８ ａ ,２
８ ｄ も 図 ３ （ ｂ ） ,（ ｄ ） に か っ こ を 付 し て 記 載 し て い る ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ れ ら の 弁 体 ２ ６ ａ ,２ ８ ａ の 小 孔 ２ ６ ｄ ,２ ８ ｄ は 、 い ず れ も 前 述 の 例 の 切 欠 き ２ ２ ａ
,２ ３ ａ と 同 じ 機 能 を 有 し て い る 。 つ ま り 、 流 量 制 御 弁 ２ ６ ,２ ８ が 閉 じ た 状 態 で は 、 リ ザ
ー バ ２ １ 側 と シ リ ン ダ 本 体 ２ の 両 液 圧 室 １ ０ ,１ １ 側 と が 、 そ れ ぞ れ 狭 い 流 路 面 積 の 小 孔
２ ６ ｄ ,２ ８ ｄ を 介 し て 連 通 さ れ る 。 し た が っ て 、 流 量 制 御 弁 ２ ６ ,２ ８ の 閉 弁 時 に は 、 ブ
レ ー キ 液 が 小 孔 ２ ６ ｄ ,２ ８ ｄ か ら な る 液 通 路 に よ っ て 流 量 を 制 限 さ れ て 流 れ る よ う に な
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 例 の マ ス タ シ リ ン ダ １ に よ れ ば 、 リ ザ ー バ ２ １ の 第 １ お よ び 第 ２ 接 続 口 部 ２ ２ ,２
３ に 特 別 の 加 工 を 施 す 必 要 が な く 、 あ ら か じ め 小 孔 ２ ６ ｄ ,２ ８ ｄ を 設 け た 弁 体 ２ ６ ａ ,２
８ ａ を 用 意 す る だ け で 済 む よ う に な る 。 し た が っ て 、 そ の 分 、 マ ス タ シ リ ン ダ １ の 製 造 が
容 易 に な る 。
　 こ の 例 の マ ス タ シ リ ン ダ １ の 他 の 構 成 お よ び 他 の 作 用 効 果 は 、 前 述 の 例 と 同 じ で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 に 係 る マ ス タ シ リ ン ダ は 、 ポ ン プ に よ る リ ザ ー バ 内 の 作 動 液 の 吸 込 み 時 に 作 動 液
の 必 要 な 吸 込 み 量 を 確 保 し て 作 動 液 の 自 給 性 を 良 好 に し つ つ 、 通 常 作 動 時 に マ ス タ シ リ ン
ダ ピ ス ト ン の 無 効 ス ト ロ ー ク を 減 少 さ せ る マ ス タ シ リ ン ダ に 好 適 に 利 用 す る こ と が で き る
。
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る ブ レ ー キ シ ス テ ム は 、 ポ ン プ 駆 動 に よ り ホ イ ー ル シ リ ン ダ の ブ レ ー
キ を 加 圧 し て ブ レ ー キ を 行 う 自 動 ブ レ ー キ 装 置 （ 例 え ば 、 ト ラ ク シ ョ ン コ ン ト ロ ー ル 装 置
や 車 両 姿 勢 安 定 性 制 御 装 置 な ど ） を 備 え る と と も に 、 通 常 ブ レ ー キ 作 動 時 に マ ス タ シ リ ン
ダ の ピ ス ト ン の 無 効 ス ト ロ ー ク を 小 さ く し て 、 ブ レ ー キ ペ ダ ル フ ィ ー リ ン グ を 良 好 に す る
ブ レ ー キ シ ス テ ム に 好 適 に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る マ ス タ シ リ ン ダ の 実 施 形 態 の 一 例 を 模 式 的 に 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す 例 の リ ザ ー バ の 第 １ 接 続 口 部 を 示 し 、 （ ａ ） は 弁 の 非 作 動 状 態 を 示 す
図 １ の 部 分 拡 大 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） に お け る IIB－ IIB線 に 沿 う 断 面 図 、 （ ｃ ） は 弁 の 作 動
状 態 を 示 す （ ａ ） と 同 様 の 図 、 （ ｄ ） は （ ｃ ） に お け る IID－ IID線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る マ ス タ シ リ ン ダ の 実 施 形 態 の 他 の 例 の リ ザ ー バ の 第 １ 接 続 口 部 を 模
式 的 に 示 し 、 （ ａ ） は 弁 の 非 作 動 状 態 を 示 す 図 ２ （ ａ ） と 同 様 の 図 、 （ ｂ ） は （ ａ ） に お
け る IIIB－ IIIB線 に 沿 う 断 面 図 、 （ ｃ ） は 弁 の 作 動 状 態 を 示 す 図 ２ （ ｃ ） と 同 様 の 図 、 （
ｄ ） は （ ｃ ） に お け る IIID－ IIID線 に 沿 う 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
１ … マ ス タ シ リ ン ダ 、 ２ … シ リ ン ダ 本 体 、 ３ … プ ラ イ マ リ ピ ス ト ン 、 ６ … セ カ ン ダ リ ピ ス
ト ン 、 １ ０ … プ ラ イ マ リ 液 圧 室 、 １ １ … セ カ ン ダ リ 液 圧 室 、 ２ １ … リ ザ ー バ 、 ２ ２ … 第 １
接 続 口 部 、 ２ ２ ａ … 切 欠 き 、 ２ ３ … 第 ２ 接 続 口 部 、 ２ ３ ａ … 切 欠 き 、 ２ ６ ,２ ８ … 流 量 制
御 弁 、 ２ ６ ａ ,２ ８ ａ … 弁 体 、 ２ ６ ｂ ,２ ８ ｂ … 支 持 部
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【 図 ３ 】
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